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Ｉはじめに

イエカミキリ（Str0mCutiwγDUO"，泥ｏｒ"eNewman）は琉球，台湾，南支那，フィリッピン，マレー,、

ビルマ，インドなどの地方で木材の重要害虫として知られている。この幻虫は建築物，家具などの乾

燥材ばかりでなく，屋外の門柱,支柱材など乾湿の差のはなはだしい村にまで加害をおよぼしている。

特に広葉樹のそれらの材には害が多く，シロアリ類に次ぐ脅威をおよぼしつつある。

琉球地方におけるイエカミキリの習性，加害状況などについては屋代（1940）の報告があり，種々

の樹種の用材に対するイエカミキリの嗜好状況については仲宗根（1960）の報告がある。また幼虫の

形態については小島ほか（1961）の報告がある。しかし幼虫の令期については報告されたものがない

ので，私達がほかの調査の必要もかねて採集していた幼虫について，その令期を検討した結果を報告

することにした。

m調査方法

１９６１年１０月，６２年5,6,9月，６３年１，１０月の６回に那覇市字寄宮と首黒赤平のオキナワシイ，

モクマオウ,ナキナワウラジロガシなどの建築材と屋外の柱材から加害虫の幼虫とさなぎを採集した。

採集には加害を受けているそれらの材を細かく割りながら，材中に生息していた幼虫，さなぎを残ら

ず探った。

また卵からふ化直後と若令の幼虫は，それらからは採集しにくいので，別に研究室内で１９６１年６

月１５日産卵させ，同年１１月２日に固定したもの，1962年７月１０日に産卵させ，ふ化後２～３日

目の７月２６日に固定したもの，１９６３年６月２４日産卵させ，ふ化後約３０日目の７月３０日に

固定したものとを測定の材料とした。

採集した幼虫とさなぎはホルマリンの約３％液に漬けて保存した。測定のときには頭部を胸，腹部〈

から取りはずし，頭部の前頭面の前端から頭がい板の後端までの長さと，頭がい板のもっとも広い部

分の幅を測定した。測定にはミクロメーターの１単位が0.0383ｍｍと0.0909ｍｍとになる双眼解

剖顕微鏡を使用した。

＊琉球大学農家政エ学部林学科

*＊高知大学農学部
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ＩⅡ調査結果

1）幼虫の令期

測定した結果を頭の長さと幅の相関図にして第１図に示した。

ｓｏ

藍
２２

､Ｗｒ
ｓｏ

１

２
Ｏ

Ｓ
１

１

ＳＳＳ２

４１３２９ｓ１

ｓ１０１１

１３１ｓ１７

１０
１２

Ａ

ＳＯＳＯ７０

第１図イエカミキリ幼虫の頭部の長さと幅の相関図

1：１令１単位＝0.0380ｍｍ２：２～５令１単位＝0.0909ｍｍ

1０

１９６２年の卵からふ化後２～３日目のものと，１９６３年のふ化後約３０日目のものを測定して得た１

群は，ほかの群より一段と小さく，測定の小さいにもほかの群の測定に使用した１単位0.0909ｍｍ

のミクロメーターでは測定できないので，0.0380ｍｍのもので行なった。したがって測定結果もほか

の群とは別に，図の１に示した。

この群以外のほかは，ほぼ連続しており，明らかな切れ目はない。しかし不明瞭ではあるが，Ａ，

B，Ｏのような境が認められるので，ここで４群に分け，前の１群とともに１～５令に相当するもの

と考えると，各令の頭の長さと１幅の範囲は第１表のようになる。

第１表各令の頭の長さと幅の範囲
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また各令の標本平均，標本標準偏差，標本変異係数は第２表のとおりとなる。

第２表各令の標本平均，標本標準偏差など

頭の長さ 頭の幅
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表にみられるように，２，３，４令は変異係数が大きい，３，４令は測定数が多いにもかかわらず大き

いので，令の別けかたが悪いのかもしれない。

また頭の長さと幅との各令の平均値を，そのすぐ前の令のそれで割って得た成長比を第３表に示し

た。

第３表各令の間の成長比
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成長比は頭の長さも幅も，ともに令期がすすむにしたがった，次第に減少しており，小島（1954)，

小島ほか（1960）などが報じたハイイロヤハズカミキリ（1Vｲpho"α/WccLtcuBates)，クピアカヒラ
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第２図イエカミキリの幼虫とさなぎの構成状態の動き

ｏ：２令幼虫ｅ：３令幼虫①：４令幼虫◎：５令幼虫●：さなぎ
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タカミキリ（ｐｈ"加qtocleste8tczce"sLinne)，イタヤカミキリ（MCC""jpp"ｓＰ肌b化０７"isBates）な

どと同じ傾向を示している。しかし１令から２令になるさいの成長比があまりにも大きいので，この,

点も２～５令の令の分けかたに，疑問が残されていることを暗示している。

またふ化後まもない幼虫と老熟幼虫とでは，第２図にも示すように，極端に大きさが異っている。

頭の大きさの平均値についても，表の下段にみられるような大きな成長比を示している。

ｚ）成長を示す実験式の適用

こん虫の伸長成長を示す次の３つの実験式に測定結果をあてはめて適合度を調べた。

Ｄｙａｒの法則といわれているＩｏｇＹ＝α＋伽（Ｙは各令期における値，⑪は令期，α’６は'恒数）の

式に測定を入れ次の式を得た。

頭の長さｌｏｇＹ＝-0.6043＋0.2661Ｘ

頭の幅logＹ＝-0.4059＋0.2421Ｘ

またGainesとCampbellの示したｌｏｇＹ＝α＋b"＋c"２（ｃは,恒数，ほかはＤｙａｒの式と同じ）に

測定値を入れ次の式を得た。

頭の長さｌｏｇＹ＝-0.6400＋0.2967"-0.0051"２

頭の幅logＹ＝-0.4618＋0.2679⑰-0.0043鰯２

徳永が示した'･ｇＭ髪－， ＝Ｋ(ｔ－Ｔ）（ＭＶ.は最終令の測定値の２倍，Ｔは令の数，tは令期，‐

りはｔ令のときの値，Ｋは｣恒数）にZも測定値を入れて次の式を得た。

〃

頭の長さlog8.96-〃 ＝0.3358(ｔ－Ｔ）

頭の幅’･9,0菱-, ＝0.3136(ｔ－Ｔ）

二れらの式から各令の計算値を…測定馬菫詰算値ｘ１０Ｍように,それぞれの測定値より
の差の百分率を出し，さらに式ごとに，それらの百分率の絶対値の平均をもとめると第４表となる。

第４表３つの式の相対的な適合度

|pWi琴
caliiiRl;１１完式|徳永の式

頭の長さ

頭の幅

1５．０８

１３．５７

９．５４

９．７９

表にみられるように，どの式もあまり良い適合度を示さないが，３つの式の中では，頭の長さも幅？

屯ともに徳永の式が比較的適合が良い。

これらのことも令の分けかたに疑問が残されていることを暗示しているかもしれない。

イエカミキリの成虫とさなぎの大きさには，大きな個体変異が認められるから，幼虫にも当然大き

な変異があると,思われる。特に中令から老令幼虫にかけては大きい変異があるのであろう。

渡辺・小島（1958）は枯れたタケ類を食うベニカミキリの脱皮殻の大あごを測定した結果からは，

幼虫の令期を推定できなかったことを報じている。このことからもイエカミキリのような乾燥材を食

うものは大小の変異が大きく，幼虫の大きさを測定する方法で令期を分けようとすることじたいが無：

理なのかもしれない。
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1Ｖ生活史

調査した月ごとに，令別の幼虫とさなぎとの割合とそれらの動きを第２図に示した。ただし研究室

内で産卵させて餌育した資料はこの図から除外してある。また９月は調査方法の関係で若令幼虫が含

まれていないため，３～５令の割合が多くなっているようにみえるが，実際にはこの時期には１，２令

が当然いるはずであるから，それらが含まれた資料によれば,３～５令の割合はもっとずっと少<なる

はずである。

この図にみられる結果とほかの観察結果とを総合すると，琉球地方のイエカミキリの生活史は次の

ように推定できる。

成虫は６～８月に出現する。夜行性であり，夜間に家屋の柱，はり，家具などのへこみや割れ目な

ど卵を５０～100個ならべて産み付ける。（生存中に150～250個産卵)，卵は５～７日でかえり，２～

３中日に材へ食い入る。１～２週間後には木粉を孔から排出しはじめる。

１９６２年７月２６日に調べたふ化後２～３日目の幼虫は全部１令であったことは当然であるが，１９６３

年７月３０日に調べたふ化後約３０日目の幼虫も全部１令ばかりであった。また1961年11月２日に調

べたふ化後約４カ月目の幼虫は２令と３令であり，若令幼虫の成長の速度はきわめて遅い。

しかし小島・渡辺（1960）の報じたハンノキカミキリ（Cqgosh伽ａｓα"g伽"0比，ztcLThomson）の

産卵後約１カ月の幼虫は１令ばかりでなく，２令幼虫もあり，山岡ほか（1963）の報じたホタルカミ

キリ（Ｄｃ７ｅオノbo7qcicqWhite）も産卵後約１カ月に１，２令幼虫ばかりでなく，３令に達していた幼虫

もある。打越ほか（未発表）もミヤマカミキリ（MuJJcLmb"〃rcu〔MefB1essig）がふ化後２２日目で２

令幼虫に，４９日目で大部分は３令に，一部は４令にまで達することを観察し，またシロスジカミキリ

(BCDtoccrqZmeoZqtqChevrolat）もふ化後約２０日間で２令と３令になることを観察しているなど，

カミキリムシ類の若令の幼虫は一般に成長が早いように,思われる。これに反してイエカミキリの若令

幼虫の成長がきわめて遅いのは，幼虫がほかのカミキリムシ類とは異った乾燥材を食べることによる

ものかもしれない。

第１回目の冬を，早く産卵され早くふ化した幼虫は３令になって，遅く産卵され遅くふ化した幼虫

は２令になって越すものと思われる。１回目の冬を２令で越した幼虫も翌春には３令になるらしい。

成長の早い幼虫は翌年５月までに３令になり，１０月頃には４令になるらしいが，遅い幼虫は１０月

頃にやっと３令になり，これらの４令と３令で第２回目の冬を越すものと,思われる。

４令で冬を越した幼虫は３年目の５月以後にさなぎになり，続いて成虫になると思われる。３令で

冬を越した幼虫のあるものは３年目の春に５令になるが，残りは１０月頃にやっと５令になるのであ

ろう。これらの幼虫は５令でもう一度，第３回目の冬を越し，その中の早いものは，４年目の５月ま

でに，遅いものも６月までには，さなぎになり，続いて成虫になるのであろう。

以上のよう産卵されてから，成虫になるまでには，満２～３年を要するものと思われる。幼虫は盛

に虫糞を材中の空孔へ堆積し続け，また時々ぎりぎりと音を発する。さなぎから羽化した成虫は長円

形の飛孔を作って，材の外に出る。
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第３図イエカミキリの成虫

左合，右早

第４図イエカミキリ幼虫

左下のものは１令幼虫

右は老熟幼虫（同倍率で写してある）

第５図さたぎ

Ｖ摘 要

イエカミキリの幼虫の令期は幼虫の頭部の長さと|幅とを測定した結果では，５令であると認められ

る。しかし１令以外の２～５令の区別は明瞭でない。

１令幼虫と５令幼虫とでは，極端に大きさが異っており，頭部の大きさも１令から５令になるまで

には１０～１２倍になる。

こん虫の成長を示すDyar，ＧａｍｅｓとCampbell，徳永の３つの実験式はどれも良い適合を示さな

いが，３つの式の中で徳永の式が比較的適合が良い。
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若令期の幼虫の成長はきわめて遅い。ふ化してから成虫になり，１世代を完了するに満２～３年を

要する。
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